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はじめまして。小林泉と申します。 

５月16日からきらの職員となりま 

した。先日新潟市から上越市にやって 

来たばかりでまだ慣れないことばかり 

ですが、ここでのたくさんの新しい出 

会いを嬉しく思っています。 

よろしくお願いします。 

今回は「ダンス」についてご紹介

させていただきます！きらでは毎

週2回、Ｓ.Ｏ.Ｐ（ストリートダン

ススクール）の講師の先生をお呼

びしてダンスを習っています。 

場所はカルチャーセンター、教育プ

ラザの体育館、きら新棟の部屋を繋げたワンフロアで踊っています♪

それでは早速、ダンスで踊っている曲をいくつかご紹介いたします！ 

・SHINee 「３２１」・ナオトインティライミ 「おまかせピーターパ

ン」・三代目 J Soul Brothers from EXILE TRIBE 「R.Y.U.S.E.I.」・

SMAP 「JOY!!」「前に！」・コトリwith ステッチバード（妖怪ウォ

ッチ）「ようかい体操第一」「宇宙ダンス！」他にもきゃりーぱみゅぱ

みゅやアンパンマン、ピタゴラスイッチのリミックス…などなど。 

聴きなれた曲は自然と身体がリズムをとりますね♪ぜひご自宅でも踊

ってみてください♪ 

今回は、ららん大盛況 

イベント『H&H』コンサ                  ー

トの様子をご紹介します。♪ 

『H&H』とは…『ヒゲアン 

ドハゲ』と読みます。ヒゲ 

さんとハゲさんの2人組 

バンドです。スペシャルゲストの方々にも来て頂き、みんなが知っ

ている名曲から合唱曲まで、生演奏・生歌のコンサートをしてくれ

ます！定番曲は、学校でもお馴染みの『明日は晴れる』です。「さあ！

みんな、一緒に歌おう」と声がかかると、子どもたちも立ち上がり、

歌ったり♪踊ったり♪この一体感が大好きです。 

最近ではららんスタッフが歌の飛び入り参加をさせていただくこと

もあります！スタッフの歌が聴けるというのも『H＆H』コンサート

の楽しみの1つかもしれませんね☆ 

りとるの新しいなかまたち～新入職員ご紹介③～

Let’s DANCE!!～きらの活動より～ H&H コンサート！！～ららんの活動より～

小林
こばやし

 泉
いずみ

新年度スタートから約２カ月が過ぎ、今年度から利用の新メンバーも

慣れてきた頃です。天気の良い日が多いこの時季、仲良し同士で散歩

に出かけたり買い物に行ったりと楽しんでいます。 

お子様達を見ていると、遊びや活動を通していつの間にか仲良くなっ

ていたり、好きな話題で盛り上がったりしています。その姿に改めて

子どもの持つ見えない力を感じます。ひとと関わることで、わずらわ

しいことも沢山あるし時には上手くいかないことも。 

でもその中で相手を知り、自分を確立していくことで楽しさを共有し

て深い関わりが生まれる。 

そんな成長を感じられる春に 

なりました。 

暑い熱い夏は目前です。 

今年もいっぱい遊んでいっぱ 

い学べる夏にしていきたいと 

思います。 

成長の春～にこの活動より～ 

「ふくしのひろば」にお越しいただいたみなさん、LITTLE RAVE 

SOUR のステージはいかがでしたでしょうか？昨年のりとる感謝祭

をきっかけに結成したバンドですが、やってみたら自分たちが一番楽

しくって、いろんなところ 

からちょこちょこ出番をいた 

だいています。普段お会いす 

る姿とはちょっと違った一面をみなさんに楽しんでいただけたら何

よりです 今後も楽しく活動 

を続けていきます。応援よろしくお願いします★  PDよしだ 

ＬＲＳ活動報告～「ふくしのひろば」より～ 

災害時における被災者への対応について… 
社会福祉法人みんなでいきる 

副理事長 片桐公彦 
 4月 16 日２１時２６分。 

 その日、私は出張中のホテルの下にある居酒屋にいました。数

人の人々と一緒で楽しくその場は盛り上がっていました。スマー

トフォンの速報ニュースを見ていた誰かが言いました。 

 「熊本で震度７だって…」 

 私はすぐに九州地方にいる友人や知り合いに電話をかけました。

災害発生直後は電話が極めてつながりにくくなります。それを自

分はよく知っているつもりでしたが、それでもその地震の規模を

考えると尋常ではない事態になっていることは容易に想像できま

した。それを思うと、繋がらないと分かっている電話もかけずに

いられませんでした。幸い、数名の友人たちとはすぐに連絡が取

れ、とりあえずはホッとしました。ですが、直感的に震度７の地

震ということは避難生活が長引き、自宅に長期間戻れない人たち

が大勢出る。在宅の障害のある方や、障害者支援施設で暮らす人

たちにとってもかなりきつい生活がこれから待ち受けているだろ

うということに気持ちが向きました。 

 私が副代表をしている「NPO 法人全国地域生活支援ネットワー

ク」は地域福祉を推進する全国の仲間が集まって制度改正の提案

をしたり、研修やフォーラム、研究事業などを行う全国組織です。

この組織の理事メンバーには実は九州地区の方々が多く、彼らを

中心にすぐに熊本地区に支援に入りました。私は距離的な問題や

自分の仕事の調整がつかないこともあって、今回に関しては現地

に赴くことはできませんでした。ただ、東日本大震災の際には一

ヶ月ほど石巻市の福祉事業所の支援に入った経験がありましたの

で、スタッフのコーディネーションや受け入れの書面の書式の提

供、義援金集めなどの後方支援に徹していました。 

 東日本大震災の時はご存知の通り、地震以上に津波の被害が甚

大でした。死者・行方不明者ともに大きな規模となったのはその

ためです。熊本の震災では東日本大震災ほどの死者・行方不明者

の被害はでなかったものの、福祉施設の被害は非常に大きなもの

となりました。仲間からの情報を集約すると、明らかに東日本よ

りも建物に与えたダメージは大きく、建物の損傷は同じ震度７で

も比べものにならないほどであったと聞きました。東日本では地

震そのもので損壊した事例は比較的少なく、甚大な建物被害の多

くは津波の影響を受けていました。このあたりが東日本大震災と

の大きな違いであったようです。 

 日本は多くの震災に見舞われている中で、その対応については

経験則を重ねてバージョンアップしています。自衛隊の対応は

益々迅速になり、情報不足に陥る避難所にはかなり早い段階で

Wi-Fi が整備されるようになりました。自然災害と共に日々暮ら

していると言っても過言でもない私たちはここ 20 年ほどでテク

ノロジーの進歩もあり、災害時における様々な対応や被災者支援、

復興には驚くべき進化をしました。その上で、何度繰り返しても

同じようなことも起きていました。私自身、いくつかの災害で現

地での支援をさせていただいた立場で、今回の熊本地震について

思うことを書いてみたいと思います。 

 まず、要援護者名簿についてです。私は講演でも話しています

が、災害時における要援護者名簿の存在を私はあまり信用してい

ません。大きな災害になればなるほど、自治体の職員や町内会の

人間も被災者となり、名簿を使うことが難しくなるからです。資

料を大事に保管していても地震があれば書類はバラバラになりま

す。パソコンに保存しておいても電源が入らないので見ることが

できません。こういう事例をいくつも聞いています。これを解消

するにはデータをクラウド化してサーバー管理をするしか方法が

ありません。災害時に備えたデータの管理については、紙やハー

ドコンピューターでは限界があります。徹底したクラウド化がポ

イントのように思います。  

 またもう一つ気になったのは、支援を申し出てもその支援を受

け取るエネルギーが被災側にないという状況についてどう考える

か？についてです。これも災害時には大きなポイントになります。

災害時は建物の倒壊や破損、人的な被害、住まいの確保、食事面

の保証や栄養補給、情報提供、今後の生活の見通しをつける作業

などなど、膨大な量の「復興事項」が存在します。これらを一つ

ひとつクリアしていく必要があるのですが、それぞれの復興パー

ツにはそれぞれの専門性のある組織や人が入り込みます。それぞ

れの支援はどれも重要なのですが、その支援を受け取る窓口は災

害時には非常に限定され、たいてい受け取る窓口の担当者に一気

に膨大な負荷がかかります。要するに支援の申し出が多すぎて処

理しきれなくなるのです。これが災害時には必ず発生します。福

祉事業は生活そのものものを丸ごと引き受けているものですから、

処理難易度は格段に上がります。生活丸ごと、でいえば障害も高

齢も入所施設においては特に難しくなります。東日本大震災で宮

城県石巻市で私が直面した場面がまさにそれでした。 

 このような場合にどうするか？について私なりに考えているこ

とがあります。それは「災害時より前に近隣都道府県などにネッ

トワークを構築しておく」ことだと考えています。災害が起きて

からどうの、ではなく普段から外に出て、いろんな人たちと出会

って仲間を作り、顔がしっかり見えてなんでも言い合える「事業

所内の仲間」だけでなく「業界内外の仲間」の関係を強く作って

おくことだと思っています。中越地震、中越沖地震、東日本大震

災、そして今回の熊本地震でも「ネットワーク力」が強いところ

に然るべき支援がスムーズに届いているように思いました。支援

を受け取る側も、何が必要で、何が優先順位が高く、何をされる

と負担なのかをきちんと申し出ることができます。これは初めて

顔を合わせた者同士だとなかなか切り出せないものですが以前か

らの関係性の中でいえば、こうした問題も多少クリアになります。 

 更に災害時において最も前提条件として抜けているのが、当た

り前ですが「被災地区全体の住民が被災者になる」ということで

す。大きな災害が来れば、障害者も高齢者も行政職員も政治家も

会社員も消防士も医師も看護師も福祉ケアワーカーも相談員も子

供も保育士も、みーんな「被災者」になるのです。どこか一定の

クラスタ（集合体）だけ「被災しない」ということはありません。

みんな平等に被災します。障害者が被災すれば、そこに従事する

福祉施設の職員も被災するのです。障害者「だけ」が被災するわ

けではないのです。この大前提を踏まえて支援に入らないと、現

場は大混乱に陥ります。被災地においては地域全体が「パワーレ

ス（Powerless）」の状態です。これからの見通しがなく、混乱の

最中に「何が必要か？」「そんな支援が必要なのか？」という問い

かけにも的確に回答できない状態にもなります。判断力も著しく

低下します。「支援を受け取る」という行為にはそれなりのパワー

が必要なのです。 

 今回、九州で活動する全国地域生活支援ネットワークの仲間た

ちは大変な努力を注いで、熊本への支援を続けています。ネット

ワークを軸にした息の長い活動を続けようとしています。これま

での経験に基づいた、知恵と温かみに溢れた素晴らしい支援実践

を繰り広げています。こうした活動が、災害時の対応として標準

化されて広がってくれれば、と遠い新潟の地から想っています。 


